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和歌山県農林水技セ研報 10: 1 ~ 6， 2009 

塩化ナトリウムを添加した液把処理がパンジーの生育に及ぼす影響

島浩二・)11西孝秀・前田茂一 1・後藤丹十郎 2
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緒言

花壇苗は，消費者が購入後に育て楽しむことを前提とした苗(商品)であり，購入後すなわち創直後の生育

に優れた苔であることが重要である.生産現場における花壇苗に対する施肥は多種多様であることから，小売

り環境に置カれている苗の養分レベノレには相当な幅があるものと推察され，このことが蝕甚後の生育に影響を

及ぼしていると考えられる.そこで本研究では，花壇百の代表的品目で、あるパンジーを用い，まず活:i1直時の体

内養分レベルと定植後の生育の関係、について調査した.サルビアなどでは，施肥濃度が適切であれば出荷直前

まで肥料を施した方が跡直後の生育は旺盛になることが示されている (Nellら， 1994). しかしながら，花壇

苗の流通体系では，出荷後，小売り環境を経過した後に消費者の手元に苗が届くことが一般的である.したが

って，出荷直前の施肥は，小売り環境に置かれている開に苦の品質低下を招くことも懸念される.キャベツの

セノレ苗で、は跡直前の塩化ナトリウム処理が崩直までの徒長抑制に有効である(藤原ら， 2002a， 2002b)ことが

報告されている.このことから，花壇苗においても小売り環境で、の苗品質の維持に塩化ナトリウム処理が応用

できるかもしれない.そこで，塩化ナトリウムを含んだ、液肥処理がその後の苗品質と生育に及ぼす;影響につい

て検討し，小売り環境においては高品質の維持を鴎りながら，掛産後には生育促進が可能となる生産技術の開

発を宮指した.

材料および方法

{試験1]定樺前の液把処E監農産が定植後の生育に及ぼす豪簿

材料には，パンジー‘デ、ノレタフ。レミアムイエローウイズブロッチ'を用いた.2007年8月7日に406穴セ

ノレトレイに掛重してセル育苗を行った.本葉が3枚程度となった9月 12日に9cmポリポットへ鉢上げして苗



フ
和歌山県農林水産総合技術センター研究報告第 10号

の養成を開始した.培地には，ピートモス:パーライト:パーミキュライトを 3:1:1(v/v)に混合したもの

を用いた.苗の養成期間中は，施肥として 1週間に3回，窒素濃度で100ppmとした液肥(ブ場A処方， N:P:K 

=100: 17: 129)を与え，濯7}(を適宜行った.開花期となった 10月四日に液控施用を打ち切り，その後は濯水

のみで、管理を行った.10月28日に窒素濃度で⑪ ppm，⑫50ppm，③500 ppm，④1000 ppmの4水準とした

液肥(大塚A処方)を施用した.その3日後に;J型反射式光度計 (Merck社:RQフレックス)を用いて中位葉

の葉身液汁中の硝酸態窒素濃度を測定するとともにブランクーへ苗を定植した.プランターには， 65 cmX25 

cmX深さ 18cmの大きさのものを用い，上記と向車即戎の培地をフランター当たり 10liter充填し，各プラン

ターへ3株ずつ樹産した.定植時および崩車後の生育につして調査を行なった.樹産後の施肥は，定植自の翌

日から 1週間毎に窒素濃度で300ppmに調整した上述の欄Eを施与した.和音は日最低気温を 10
0
C以上に維

持したガラス温室内で劫包した.

【E鵡食2】塩化ナトリウムを含んだ湖思処理がその後の生育に及ぼす景簿
材料は先験1と閉じとした.2007年8月7日に播種してセノレ育苗を行い， 9月 12日に9cmポリポットへ鉢

上げして苗の養成を行った.苗の養成期間中は，施肥としてポット当たり沼化成問ヰ (10-10-10)を1.6g

施した.開花期となった 10月 19日に以下に示引夜肥をポット当たり 100ml濯注した.0)夜肥のみ(窒素濃
度で500ppm fこ調整した大壕A処方の液杷を与えた)，②液肥+NaCl0①と同様の液肥にNaC1を0.5%濃度と
なるよう蹴目したものを与えた) ③無処理(水道水)の3区とした処理後 10日間は小売り環境を想定して

ポットのまま苗をガラス温室内で管理し，その後，プランターへ高を矧直し，生育調査を行った.

結果

【試験1】定植前の液肥処E監農度が定植後の生青に及ぼす憲簿

定植時の葉内の硝酸態窒素濃度は定植前の施用液目印農度が高くなるにつれて高くなった.一方，液肥濃度に

かかわらず定植時の苗の大きさは同等であり，また葉色も同程度で、あった(第1表).ただし， 1000 ppm IKで

は高濃度の液2田信用による障害と考えられる褐変が薬縁に認められた定植後の生育については， 500 ppm区

で，株幅，生体重および開花数の値が最も高くなる傾向にあり，定植前の液肥施用により生育が促進された(第

2表)• 

【E撒 2]塩化ナトリウムを含んだ湖告処理がその後の生曹に及ぼす豪5響

液肥処理1013後における葉内の硝酸態窒素濃度は液1巴処理を行った両区において無処理区よりも高くな

った.液肥のみの処理を行った場合，処理10日後には生育が大きく促進され，ポットに対する草姿のバラン

スが苦はもて苗品震が低下した.一方，液肥十NaClの処理の場合には，処理後の生育は市謝蔓であり，無処理区

よりもコンパクトな苗となった(第3表).定植後の生育については，液肥+NaCl区で最も促進され，定植28

日後における液肥十NaCl区と液肥区との株のボリュームは同程度となり，また，定植後の開花数も液肥+NaCl

区で最も多くなる傾向にあった(第4表)• 
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第1表定植前の液肥処理濃度がパンジーの定植時の苗費に及ぼす影響

地上部
生体重液担濃度

(N ppm) 

草丈 SPAoirn. 株輔

(cm) (cm) (g) 

o ppm 7.8土 0.2 14.5 ::t 0.4 10.8 こと 1.3 50.5土 0.9

250 ppm 8.0土 0.3 13.1土 0.2 10.4士 0.4 50.2土 1.5

500 ppm 7.3 ::t 0.3 14.2 ::t 0.3 10.5 ::t 0.7 50.4 ::t 0.9 

1000 ppm 6.8土 0.2 14.5 ::t 0.3 9.6 ::t 0.5 53.4土 0.4

数値は、平均値±標準誤差 (n=6)

葉縁の褐変は、 f-J:なし、「十J:あり

第2表定植前の液把処理濃度がパンジーの定植後の生育に及ぼす影響

j夜間濃度 草丈 株幅
地上部 累積

生体重 開花数
(N ppm) 

(cm) (cm) (g) (輪/株)

o ppm 9.1 ::t 0.4 20.4士 1.0 42.7土 0.8 3.7土 0.7

250 ppm 9.8 ::t 0.4 21.5 ::t 0.8 43.9土0.6 3.3土 0.2

500 ppm 9.5 ::t 0.4 22.1土1.0 47.9 ::t 0.8 5.0土 0.6

1000 ppm 10.2土0.3 21.3土 0.5 46.4土 0.4 3.8 ::t 0.5 

定植28日後の値

数{車は、平均値±標準誤差 (n=6)

第3表定植前液肥の処理方法がパンジーの定植時の苗質に及ぼす影響

地上部
生体重処理方法

草丈 SPAO値株中高

葉丙
N03-N 
濃度

(ppm) 

<7 
292 

466 

647 + 

葉縁の
褐変

内
バ
度

葉
山
川
濃

(cm) (cm) (g) (ppm) 

処理前 6.6土 0.4 14.0土0.4 9.4土 0.3 … 30 

液肥のみ 9.0 ::t 0.3 16.3土0.4 16.4土 0.3 61.4土 1.4 191 

液肥+NaCI 6.8土 0.3 14.7土 0.4

無処理 8.3 ::t 0.3 15.2 ::t 0.3 

液賠処理10自後の櫨

数値は、平均{重土標準誤差 (n=6)

f-Jは未調査

13.1 ::t 0.4 

15.6土 1.1

62.1土1.6

62.9土1.5

231 

<6 
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第4表定植前液肥の処理方法がパンジーの定植後の生育に及ぼす影響

草丈 株幅
地上部 生体重 累積

処理方法 生体重 増加率 開花数

(cm) (cm) (g) (%) (輪/株)

液把のみ 10.3土 0.5 18.9 :t 0β 38.2土 3.1 233 5.5 :t 0.5 

液肥+NaCI 10.2土 0.6 19.5土 0.6 39.0士 2.1 298 6.7士 0.8

無処理 9.7土 0.7 18.1 :t 0.5 35.4土 2.8 227 5.7 :t 0.6 

定植28日後の値

数値は、平均慎ごと標準誤差 (n=6)

生体重増加率は、第4表の生体重÷第3表の生体重x100 

考察

一般に，小売り環境に置カれている花壇苗の和音管理に十分な注意が払われることは少ない.養水分管理に

ついては，通常，苗の萎凋を防ぐための、潅水が行われる程度であり，小売り環境で新たにsE料が施されること

はない.このため，出荷時に培地内に残存していた目酔ヰが少ない場合には，時間の経過とともに苗は養分不足

の状態に陥りやすいことが想定される.松井ら(1999)は，シンテッポウユリにおいて育苦期に窒素やリンな

どの養分が欠如すると崩産後の生育が抑制されると報告してし、る.本実験においても，掛直時における体内の

窒素レベノレが低かったoppm区または250ppm区では，それらよりも窒素レベルが高かった500ppm区または
1，000 ppm IKと比較して，定植後の生育が綾|蔓となり，崩直4週間後の生体重は軽くなった.これらのことか

ら，花壇苔の樹産後の生育を促進するには溺直持の体内養分レベノレを一定濃度以上に維持することが重要で

あると考えられる.ただ、し，本実験の 1，000ppm区で認められたように，過度に養分レベルを高めた場合には

濃度障害を誘発することがあるので注意が必要である.

矧産後，植物体が掛直土壌に活着するまでには一定の期間を要する.このため，割高直後には，制産土壌

中に前主する養分を利用することは出来ずに一侍的に養分不足になることが考えられる.このような定植直後

の養分不足を補うために，セノレ苗などで、は樹直誼前に液肥を施すことがある.跡直前の液肥処理は，確実に体

内養分レベノレを適度に高めることが出来るため，矧直後の生育を促進させる有効な手段のーっとなりうると考

えられる.しかしながら，セル苗の場合，定植前の液肥処理は，処理後数日間内に定3植することを前提として，

計画的に施されるものであるが，花壇苗の場合処理後(出荷後)，すぐに苗を消費者が樹産傭入)すると

は限らない.流通段階での品質保持に対する養分管理の影響について， Kaczperski' Armi tage (1993)は，ゼ

ラニウムにおいて出荷前には培地内の月巴料濃度を高めない方がよし1としている.また，シクラメンでは出荷前

に多量の肥料が施されると 品質低下が早まることが報告されている(駒形・本図 2005).植物体内の窒素

濃度が高いと呼吸量が増加することが示されており(前田， 1999)，花壇苗のように樹産前液肥の処理後，一

定期間，苗が小売り環境に置かれる場合には，逆に液肥処理は，苗の生育を必要以上に促し，徒長による草姿

バランスの古はzを引き起こし，苗の品震を低下させることが懸念される.
そこで，次に出荷前に液肥を施した後にも，苗の徒長を抑制し，苔品質の維持を可能にする処理方法につい

て検討を行なった.その結果，割高前に液肥のみを処理した場合には，その後の生育が促進され，苗品質が低

下したが，液肥に塩化ナトリウムを添加した場合には，体内の養分レベルは高まるものの，処理後の生育は緩

慢となり，処理時の苗の形質をほぼ維持することが出来た.藤原ら (2002a，2002b)は，キャベツのセノレ苗に

おいて，矧重前に液肥に塩化ナトリウムを諸訪日して処理することにより，苗の徒長抑制に効果があることを報

告している.塩化ナトリウムを処理した苗で、は，処理後に蒸散量が顕著に減少していることを指摘しており，

その結果，安定して茎葉の水ポテンシャルを低く維持でき，草丈伸長の抑制につながるものとしている.本研
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究の予備実験においても，処理2日後の蒸散量は液肥+NaCl区で無処理区よりも少なくなることを確認し

ている.このことから，上述のキャベツと同様の現象がパンジーの苗においても起こっていたことが推察され，

結果的に品質の維持に結びつし、たのであろう.また，処理後の、潅水は，苗に萎調が編忍された院長で苗ごとに

別々に潅水を行なったが，処理後 10日間の潅水回数は液肥十NaCl区で最も少なくなった.このことから塩

化ナトリウム処理による蒸散量の減少、は，小売り環境での海水作業の省力化にもつながることが期待される.

一方，怠植後の苗の生育については，液肥十NaCl区で最も旺盛となり，塩化ナトリウム処理による弊害は

観察されなかった.塩化ナトリウム処理により高まった体内のNa含有率は，設産後には速やかに低下するこ

とが示されている(藤原ら 2002a).このことから，本実験においても処理時に体内に蓄積された塩化ナトリ

ウムは制産後に速やかに排出され，植物体の代首掛復活し，塩化ナトリウムと同時に与えた養分が利用され始

めたため，その後の生育方可足進されたものと考えられる.

以上のことから跡直後の花壇苗の生育促進には，創建時の体内養分レベノレを適範囲に維持することが重要

であり，定植前(出荷前)の液肥処理が有効であることが明らかとなった.また， ?夜肥処理時には， NaCl溶

液との併用処理を行うことで，小売り環境で、の苗品質を低下させることなく，定植後の生育に優れる苗を生産

できるものと考えられた.筆者ら(島ら 2008)は，今回のパンジーと同様の現象をインパチェンスにおいて

も離忍している。また，塩化ナトリウム処理による萎凋の抑制は，多くの花檀苗品目で報告されており(前田

ら， 2008)，跡直前の樹七ナトリウムを諸訪日した液肥処理による苗品質の維持と脳宣後の生育促進効果は多品

目の花壇菌に適用可能であろう.ただし，塩化ナトリウムに対する植物の冊|主は，品目によって異なり，また

ポット内に残存する目酔ゅの多少によっても異なると考えられるため，今後，適切な処理濃度についてnE.f-'K本
系を含めて詳細に検言すする必要がある.

摘要

小売り環境を経過したパンジーの足当霞後の生育促進を図るため，定植時の体内養分レベノレと定植後の生育

の関係について調査した.さらに，小売り環境での苗品質を保持するため，塩化ナトジウムを含んだ;夜肥処理

がその後の生育に及ぼす影響について検討した.

愚直後の花壇苗の生青促進には，崩直日寺の体内養分レベノレを適範聞に維持することが重要であり，定植前(出

荷前)の液肥処理が有効であることが明らかとなった.また，液肥処理時には， NaCl t容液との併用処理を行
うことで，小売り環境での苔品質を低下させることなく，掛産後の生育に優れる苗を生産できることが示唆さ

れた
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